
 
 

3.2.3.2 第 2 回設計業務打合せ 

 

 

 

 

議 事 次 第 
 

 

１．開催日時 

令和７年１月１７日（金） １０：００～１２：００ 

 

２．開催場所 

  WEB 会議（Teams） 

 

３．議  事 

（１）開  会                １０：００～１０：１０ 

 

              

（２）議  事                １０：１０～１１：５０ 

   ・第１回打合せの意見を踏まえた施工計画・仮設計画の検討について 

      

 

（３）閉  会                １１：５０～１２：００ 
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三方原用水二期地区 導水幹線水路１号トンネル改修に係る

第２回設計業務打合せ 出席者名簿

※１：当日欠席により事前にコメントを受領

所 属・役 職 氏  名

【外部技術者】

    

  

【関東農政局】

関東農政局 農村振興部 水利整備課 国営第１係長

関東農政局 農村振興部 水利整備課 技官

土地改良技術事務所 次長

土地改良技術事務所 専門技術指導官

土地改良技術事務所 技術専門官

土地改良技術事務所 建設技術課 技官

三方原用水二期農業水利事業所 所長

三方原用水二期農業水利事業所 次長

三方原用水二期農業水利事業所 調査設計課長

三方原用水二期農業水利事業所 工事第一課長

三方原用水二期農業水利事業所 工事第二課長

三方原用水二期農業水利事業所 技術専門官

三方原用水二期農業水利事業所 耐震対策専門官

三方原用水二期農業水利事業所 技官

【コンサルタント】

   

  

  

 ※1 

 

新井 尉介

井村 雄生

高阪 快児

竹内 光人

尾美 広幸

櫻井 佑

石田 勲

沼尾 一徳

松本 善太

福田 敬司

豊田 哲也

永野 佳子

横山 晃弘

後藤 大志
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3.2.3.2.1 開催状況 
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3.2.3.2.2 議事録 

 

議事 

 ・第１回打合せの意見を踏まえた施工計画、仮設計画の検討について 

 

資料 

 ・第 2 回施工検討会 説明資料 

 

冒頭、関東農政局三方原用水二期農業水利事業所 石田所長より挨拶後、「三方原用水二期農

業水利事業 導水幹線水路１号トンネル仮設計画検討業務」の受注者より資料の説明を行い、外

部技術者との意見交換を行った。概要は以下のとおり。 

 

※ 委員欠席のため、事前にコメントを確認し事務局より紹介 

議事録（質疑応答） 

１．第１回施工検討会を踏まえた仮設足場の検討について（仮設足場の作業時間の短縮につい

て）  

委員コ

メント（事務

局） 

足場工について耐荷重検討結果及び各部の安全性、点検確認方法について承

知した。仮設足場の規模縮小による作業時間の短縮については、足場の幅員を縮

小することで若干の効率化は図れるものの、支柱設置の時間短縮効果はほぼな

いことから設置・撤去に掛かる作業時間は当初案と同等との検討結果について

理解した。今回のような制約のある施工条件でなくかつより大規模であれば、作

業時間の短縮効果は高いと考える。 

断水時の足場設置を２班体制とし設置期間を縮小することについて、下流で

組立作業を行う２班の資材運搬距離が長くなることで作業効率が著しく低下す

ることを検討内容より理解した。人員を投入し資材移動を行うことで短縮でき

る時間に対して、コスト面、安全面のデメリットの方が大きいと感じる。 

足場工設置を上下流から行うことに対する検討については、運搬距離が約

2.8km と長く作業ロスが大きい。また不整地運搬車やボートの使用については、

過年度実績により難しい。以上の点から施工困難との判断は理解できる。 

全体工期について、足場設置と背面空洞充填工（以下、充填工）を並行したと

してもかんがい期を跨ぐことになるため、１期での施工完了は困難であること

を理解した。 

委員 足場規模の縮小による工期短縮は難しいことは理解した。ただし、２班体制に

よる施工が難しいということについては少し疑義がある。２班体制の施工の場

合に、下流側の第２班の場所において作業が交錯し効率が悪いというのは理解

できる。一方、作業員を増やすことによって配置しておく足場材の量を増やすこ

とや、足場の組立を３班で一気に行うことで足場設置工の工期短縮が実現でき

るのではないか。作業員を増やすことは様々な問題があることは承知している

が可能と思われる。 

資料 P.3 下図の課題②「足場の段差」について、50 数メートル先の見える部

分に対して段差が発生してしまうことについて、支柱の間隔が 0.9m 未満になり

製品が使えないということについては理解できるが、間隔が狭くなることは現

場でよく生じることでありこのことが「課題」となるのか理解できない。作業員

を増やす条件で試算したところでは１期内に施工できるのではないかと感じて

委 員 確 認 済 

関東農政局確認 済 
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いる。 

その他、側壁に仮設材を固定するアンカーについて3.6mピッチで打設するが、

作業時間が掛かるのではないか。さらに仮設材撤去後のアンカーの穴埋め処理

も時間を要するので解体時の手順等も気になった。 

充填工と足場設置工を並行作業で行うことについて良い案かと思う。一方、充

填工について週 2 日毎の施工になってしまう点は、専門施工業者は連続して施

工を行いたいため、工事条件として受けづらいと思われる。 

沼尾次長 作業員や班数を増やすことにより２班体制の施工ができるのではないかとい

う点については、現在施工している工事は作業員の確保が非常に難しい状況で

ある。発注の段階で班編成等の指定を行うことは可能だが、実際に作業員の確保

ができるのかというリスクが残ってしまうと考えている。そのようなリスクが

ある仕様で発注が可能かについては、上局などに相談し今後検討していきたい。 

足場撤去の際、アンカー部分の穴埋めの時間が掛かることについてはご指摘

のとおりである。穿孔した穴やピンが残るため、この補修について並行して行う

ことができるか、別途期間を設ける必要があるか継続して検討を行う。 

 

課題②の足場材の段差について、資料 P.3 左下の模式図に示すように赤色の

第１班は上流から下流に向かって順に足場を設置していく。青色で示す第２班

は 54m 程度先に支柱ピッチを考慮して施工を開始する。ここで、第１班の足場

が第２班の設置位置に到達した際に支柱のピッチが正確に合うことはないとい

うのが足場メーカーの現場担当者の意見である。最終ピッチが 0.9m 以内になる

ようにして普通の足場材ではなく距離調整用の足場材をつけるか、水平部材の

上に足場板を乗せるかで調整するしかないという意見であった。今回、長手方向

の支保部材の上に枕木を乗せてレールを取り付ける仕様を考えているが、ピッ

チがずれることにより水平部材の上に足場板が乗れば、その部分に段差ができ

長手方向の支保部材に枕木を乗せにくくなるため扱いにくい。枕木の位置は資

料 P.1 の右下の縦断図に示しているが、0.9m ピッチで設置された縦の支柱のす

ぐ横の緑の四角が枕木を示している。青色で水平方向の足場材を示しているが、

これが支柱の位置で段差になれば枕木の設置がしづらくなるので、2班体制の作

業について足場の段差も課題とした。 

尾美専門官 資料 P.1 の右側の記述で足場工の安全性の確認をされているが、バッテリー

カーが動き出したり止まったりする挙動に対して進行方向の荷重を見込む必要

があるかどうか、資料等に記載された一般的な考え方はあるか？ 

 

足場の上にレールを引く事例は少ないためはっきりと申し上げることができ

ないが、荷重 600kg に対して耐荷重 1000kg で約 1.6 倍であるため構造的に余力

がある。また、通常のトンネル施工のバッテリーカーと比較して相当速度を落と

した状態での走行となるので問題ないのではないか。 

尾美専門官 速度を落としてゆっくり走るという理解でよいか？ 

 

然り。条件的にゆっくり走らざるを得ない。 

委員 進行方向の負荷に対しては、足場材が横断方向に固定されていないと振動や

動きが出てきてしまうのでアンカーによる固定が必要である。 

また足場の段差について、施工者の立場では先に連結位置高さが見えている

条件に対して段差ができることを前提にするというのは考えにくい。例えば、ト
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ンネルの底面の凹凸に対しても、事前に調査を行い調整可能な仮設材で対応す

るというのが一般的である。 

２．斜坑部の運搬方法、充填工の施工計画について 

委員コ

メント（事務

局） 

斜坑部の運搬方向について、施工上特段の問題点はないと考える。 

委員 斜坑部の施工方法について、案３が全体的な計画を考慮しても適切かと思う。

1 点、キャリアダンプの逸走防止、横転防止の対策をしておいた方がよいのでは

ないか。設備などの物理的なものにするか、機械側の機能的なものにするか検討

する必要がある。設備などの事例では、ワイヤーをキャリア上部で留めておいて

逸走が発生した時は止まる等対策が必要ではないか。 

充填工について、足場工との並行作業の検討を行っているが、例えば充填工を

夜間工事にして足場工を昼間工事にすれば、時差による並行作業が可能である。

これにより充填工の連続施工も可能となる。足場が出来ていないと作業ができ

ないので、足場工の完了から逆算して充填工の並行作業を検討することになる。 

沼尾次長  斜坑の逸走防止は安全管理の面からも重要なので、何らかの対策を検討し設

計に反映していきたい。また、充填工と足場工の昼夜間分けた並行作業の件につ

いても精査していく。 

 

今回の意見を受けて、逸走防止の点と充填工の部分について検討の余地があ

ると考えている。意見も念頭に入れながらまとめるようにする。 

  

３．仮設工計画図（津行監査坑 坑口部 仮設ヤード計画図）について 

 

資料 P.9 の仮設工計画図について説明。 

 （特に質疑応答はなし） 

  

 以 上     
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3.2.3.2.3 検討結果の整理 

 

外部技術者からの助言一覧 

（三方原用水二期地区 導水幹線水路１号トンネル改修 ： 第２回設計業務打合せ） 

施設

名 

項目 助言内容 

導
水
幹
線
水
路
１
号
ト
ン
ネ
ル
改
修 

仮設計画 仮設足場の検討について 
・足場規模の縮小による作業時間の短縮は、若干の効率化は図れるものの

大幅な工期短縮は難しい。足場の組立を３班等で一気に行うことで足場設

置工の工期短縮が実現できるのではないか。 

 

仮設足場のアンカー打設・処理について 

・側壁に固定するアンカーについて、打設に時間を要するので打設時間も考慮

した検討が必要。 

・足場撤去後のアンカー穴埋め処理も時間を要するので解体時の手順の検討

が必要である。 

斜坑部の運搬方法について 
・キャリアダンプの逸走防止、横転防止の対策を行う必要があるのではな

いか。 

 

施工計画 充填工について 

・充填工を夜間工事にして足場工を昼間工事にすれば、並行作業が可能で

ある。 
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3.2.3.2.4 打合せ資料 
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3.2.4 施工上の留意点の整理 

 

項目 施工上の留意点 

仮設計画・

施工計画 

・作業時間が断水日（週１日）の 5.5 時間（6:30～12:00）のみであること

を考慮した仮設計画及び充填工の施工計画に留意すること。 

仮設計画 ・仮設足場の使用条件に対して、強度や固定について再度確認を行うこと

（案２）。 

・足場設置工の工程について、側壁に打設するアンカーの打設工程を考慮

した検討を行うこと（案２）。 

・足場撤去後のアンカー穴埋め処理についても時間を要するため解体時の

手順確認を行うこと（案２）。 

施工計画 ・斜坑部におけるキャリアダンプ昇降時の逸走・横転防止に対する対策を

検討すること 

   ※案２：仮設足場を設置し、バッテリーカーで資機材運搬し充填工を行う方法 
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